
「STUDY GUIDE 2011」 

変更部分について 

※ 「STUDY GUIDE」は入学年次のみの配布のため、記載内容に変更があっ

た部分のみ、この冊子にまとめて掲載しています。

教務課 

2020年 4 月 1 日 



【本冊子について】 

◎ 本冊子では、2011 年度入学の学生に対して、すでに配布されている『STUDY GUIDE 

2011』に記載されている事項について、変更があった部分をまとめたものです。 

◎ 『STUDY GUIDE』同様に、重要なものですので、必ず内容を確認し、必要な部分に

ついては『STUDY GUIDE』とともに保存しておいてください。 

【注意事項】 

※ この冊子は主に「授業」「資格取得」に関する変更を掲載しています。なお、「資格・検

定」「副専攻」の変更部分については、この冊子には掲載されていませんので、最新版

の『STUDY GUIDE』を大学ＨＰより参照してください。また、その他の項目につい

ても同様に最新版の『STUDY GUIDE』を参照してください。最新版の『STUDY 

GUIDE』は教務課カウンターにも備え付けています。 

※ 『STUDY GUIDE』に記載されている内容、およびこの冊子に記載されている変更点

は、履修登録や資格取得、卒業に関わる大変重要なものですので、漏れなく確認してく

ださい。



 

 

 

 

2020 年度より変更があった部分 

 



 

 

 

 

 

 

 

規程等 

「社会教育主事の資格取得に 

関する規程」 
 



第１条  （略）

第２条  前条の科目は、次のとおりとする。

履修方法

社会教育概論１ 2 必修

社会教育概論２ 2 必修

社会教育計画１ 2

社会教育経営論1 2
社会教育士（養成課程）の称号を取得す
る場合は必修

社会教育計画２ 2

社会教育経営論２ 2
社会教育士（養成課程）の称号を取得す
る場合は必修

社会教育課題研究１ 2 必修

社会教育課題研究２ 2 必修

社会問題論 2

人権問題論 2

比較教育学 2

社会教育行政 2

博物館概論 2

博物館学１ 2

博物館教育論 2

博物館学２ 2

博物館情報・メディア論 2

視聴覚教育論 2

職業指導論 2

余暇とレクリエーション 2

教育原論 2

教育心理学 2

教育行政学 2

教育方法学 2

社会教育特講 生涯学習支援論１ 2

（生涯学習支援論） 生涯学習支援論２ 2

２ 社会教育特講は、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ及びⅣにわたって履修することが望ましい。

３ 卒業までに、社会教育概論１、社会教育概論２、社会教育経営論１、社会教育経営論２、

社会教育課題研究１、社会教育課題研究２、生涯学習支援論１、生涯学習支援論２の８科目１６単位、

及び社会教育特講Ⅰ・社会教育特講Ⅱ・社会教育特講Ⅲの中から６科目１２単位以上修得した者は、

社会教育士（養成課程）の称号を取得することができる。

第３条  前条第一項の社会教育主事となるために必要な科目及び単位を修得した者には、願い出

により単位修得証明書を交付する。

２ 前条第３項の必要な科目及び単位を修得した者には、願い出により社会教育士（養成課程）称号

証書を交付する。

附 則

この規程は、2020年4月1日から施行する。

社会教育課題研究

社会教育特講Ⅰ
（現代社会と社会教育）

12

4

【社会教育主事の資格取得に関する規程一部改正】
（2011年度入学生に適用する。）

社会教育士（養成課程）の称号を取
得する場合は必修

1科目選択

1科目選択

社会教育経営論

社会教育特講Ⅲ
（その他必要な科目）

法定科目名及び
最低修得単位数

本学開講科目名及び単位数

生涯学習概論 4

社会教育計画

4

6科目以上
12単位以上選択必修

社会教育特講Ⅱ
（社会教育活動・事業・施設）

1科目選択

いずれか

いずれ

２科目４単位選択必修
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